
【
答
】
介
護
保
険
制
度
は
市
町
村

や
広
域
連
合
が
運
営
主
体
に
な
り

行
わ
れ
ま
す
。
訪
問
介
護
や
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
機
器
の
貸
与
、

介
護
施
設
サ
ー
ビ
ス
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
介
護
保
険
法
第
１
条
に
、

能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
”

国
民
の
共
同
連
帯
の
理
念
に
基
づ

き
介
護
保
険
制
度
を
設
け
る
”
と

な
っ
て
い
ま
す
。
国
の
責
任
よ
り

国
民
の
連
帯
が
強
要
さ
れ
る
制
度

で
、
国
の
負
担
は
制
度
上
５
割
と

さ
れ
、
利
用
者
の
増
加
や
制
度
改

善
を
す
る
と
国
民
が
支
払
う
保
険

料
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
あ
わ
せ

て
「
介
護
保
険
は
ず
し
」
が
強
め

ら
れ
、
利
用
で
き
な
く
な
っ
て
い

る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

介
護
保
険
に
は
40
歳
以
上
が
全

員
加
入
し
ま
す
。
第
１
号
被
保
険

者
は
65
歳
以
上
の
人
、
40
歳
か
ら

65
歳
未
満
が
第
２
号
被
保
険
者
と

な
り
ま
す
。

【
問
】
保
険
料
は
ど
う
決
め
ら
れ

る
の
で
す
か
。

【
答
】
各
自
治
体
で
、
３
年
間
を

見
通
し
て
決
め
ま
す
。
現
在
は
２

０
１
５
年
か
ら
17
年
の
保
険
料
で

す
。
第
５
段
階
を
基
準
額
に
、
所

得
に
応
じ
て
国
は
９
段
階
に
し
て

い
ま
す
が
、
米
原
市
は
11
段
階
と

な
っ
て
い
ま
す
。
夫
婦
の
場
合
は

２
人
分
の
保
険
料
を
支
払
い
ま
す
。

【
問
】
具
体
的
な
例
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

【
答
】
米
原
市
の
場
合
、
第
５
段

階
が
基
準
額
で
７
万
８
０
０
円

（
月
額
５
９
０
０
円
）
で
す
。
第

１
段
階
は
、
老
齢
福
祉
年
金
受
給

者
で
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課
税

の
人
な
ど
で
基
本
額×

0
・
45
＝

３
万
１
９
２
０
円
と
な
り
ま
す
。

第
11
段
階
は
本
人
が
市
民
税
課
税

で
、
前
年
の
合
計
所
得
金
額
が
５

０
０
万
円
以
上
の
人
、
基
本
額
の

１
・
８
倍
１
２
万
７
４
４
０
円
で

す
。
こ
れ
は
年
額
で
す
。

【
問
】
い
つ
支
払
う
の
で
す
か
。

【
答
】
老
齢
・
退
職
、
遺
族
、
障

害
年
金
の
受
給
額
が
年
額
18
万
円
、

月
額
１
・
５
万
円
以
上
の
人
は
、

偶
数
月
に
支
給
さ
れ
る
年
金
か
ら

２
か
月
分
の
保
険
料
が
差
し
引
か

れ
ま
す
。
こ
れ
を
「
特
別
徴
収
」

と
い
い
ま
す
。
特
別
徴
収
以
外
の

人
は
、
市
町
村
か
ら
送
付
さ
れ
る

納
付
書
に
よ
る
納
付
、
も
し
く
は

口
座
振
替
に
よ
り
納
め
ま
す
。
年

度
の
途
中
で
資
格
取
得
し
た
場
合

は
、
資
格
取
得
月
か
ら
保
険
料
を

月
割
額
で
算
定
し
ま
す
。

【
問
】
介
護
保
険
料
の
減
免
は
あ

り
ま
す
か
。

【
答
】
国
の
制
度
と
し
て
は
、

「
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
生
活
保
護
が
必
要
に
な
る
人

は
、
保
護
を
必
要
と
し
な
く
な
る

段
階
ま
で
保
険
料
を
軽
減
す
る
」

制
度
が
あ
り
ま
す
。
本
人
ま
た
は

主
た
る
生
計
維
持
者
が
、
震
災
、

火
災
な
ど
に
よ
り
財
産
の
著
し
い

損
害
を
受
け
た
場
合
、
事
業
の
休

廃
止
、
失
業
な
ど
に
よ
り
収
入
が

著
し
く
減
少
し
た
場
合
、
ま
た
、

死
亡
、
心
身
の
重
大
な
障
害
、
長

期
入
院
に
よ
り
収
入
が
著
し
く
減

少
し
た
場
合
な
ど
で
す
。

【
問
】
明
ら
か
に
収
入
が
減
る
場

合
で
す
ね
。
一
般
の
低
所
得
者
へ

の
減
免
は
な
い
の
で
す
か
。

【
答
】
政
府
は
「
介
護
保
険
料
は
、

所
得
に
よ
っ
て
決
め
て
い
る
の
で

減
免
は
な
い
」
と
い
い
ま
す
が
、

自
治
体
で
も
減
免
制
度
を
持
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
徳
島

市
の
例
で
す
が
、
所
得
段
階
が
第

２
ま
た
は
第
３
段
階
の
う
ち
、
収

入
が
著
し
く
困
窮
し
て
い
る
人
で

条
件
に
該
当
す
る
人
は
減
免
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
役
所
へ

申
請
を
し
ま
す
が
、
行
け

な
い
場
合
は
郵
送
で
も
い

い
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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介
護
保
険
料
や
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
も
６
月
に
所
得
確
定
に
よ
り
保
険
料
が
決
定
し
ま
す
。

保
険
料
は
普
通
徴
収
（
直
接
窓
口
で
支
払
う
方
法
）
と
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引
き
）
の
方
法

で
支
払
い
ま
す
。
年
金
が
引
き
下
げ
ら
れ
る
中
、
保
険
料
は
引
き
上
げ
ら
れ
、
生
活
の
基
礎
で
あ

る
年
金
が
や
せ
細
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し
た

くらしに役立つ制度紹介

も
う
す
ぐ
６
５
歳
で
す
。
介
護

保
険
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

雑
感

今
回
も
、
生
活
に
役
立
つ
情
報
で
す
。
次
号
は
、
介
護
保
険
利
用
料
の
減
免
に
つ
い

て
掲
載
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
生
活
で
の
困
り
事
、
相
談
事
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
議
員

ま
で
お
気
軽
に
連
絡
下
さ
い
。

神
奈
川
県
の
障
が
い
者
施
設
で
、
入
所
者
を
狙
っ
た
大
量
殺
人
事
件
が
起
こ
り
ま
し
た
。

今
後
捜
査
の
状
況
を
見
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
犯
人
は
「
障
が
い
者
に
対
し
て
安

楽
死
を
認
め
よ
」
と
衆
議
院
議
長
あ
て
に
文
書
を
提
出
し
、
殺
人
予
告
を
し
て
い
た
と
の
こ

と
で
す
。
世
界
で
は
、
自
爆
テ
ロ
が
頻
発
し
、
民
族
や
宗
教
の
違
い
理
由
に
暴
力
で
大
量
殺

戮
を
行
う
。
そ
れ
に
対
し
て
欧
米
諸
国
は
、
テ
ロ
集
団
壊
滅
を
理
由
と
し
て
、
無
人
飛
行
機

に
よ
る
無
差
別
破
壊
を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。
ま
た
日
本
で
も
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
横
行
し

て
、
民
族
殺
戮
を
公
言
す
る
デ
モ
も
横
行
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
え
る
と
、

る
と
現
憲
法
の
基
本
的
人
権
や
平
和
主
義
が
い
か
に
大
切
か
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
憲
法

の
精
神
を
軽
視
し
、
数
の
力
で
改
憲
を
狙
う
安
倍
政
権
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

所
得
に
応
じ
９
段
階
以
上
の
保
険
料

自
治
体
独
自
の
保
険
料
減
免
制
度

市町名 基準額 市町名 基準額 市町名 基準額

大津市 6,150 野洲市 5,520 草津市 5,299

甲良町 6,000 守山市 5,500 東近江市 5,200

米原市 5,900 多賀町 5,500 豊郷町 5,200

長浜市 5,820 高島市 5,400 愛荘町 5,100

竜王町 5,600 彦根市 5,365 湖南市 5,088

栗東市 5,590 日野町 5,350 甲賀市 5,070 近江八幡市 4,900

第
６
期
介
護
保
険
料
比
較


